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最近の石油成因学設のProtona油曲aについて馨

W．B．Po血jew
小西：善治訳

　最近地球化学で問題となつているのは，石油がProtonaphtha，Protosubstanz，Protooi1

と名づけられている中問産物を経て石油が生成されることである。この種の仮説は，地質学的

には認められない（純粋の化学的抽象物）仮定的な物質にすぎないと考えている地質家の強い

反対を受けている。この問題は，地質学の問題でない。しかし天然の石油成因問題の化学的面

をある程度とりあげる地球化学にとつては，この種の中間物質は重要な研究対象となる。

　この中問物質の問題は，石油成因め全般的な問題と切り離して検討することは不可能であ

る。したがって石油成因の現状にっいて簡単に述べよう。

　現在支配的な学説は，石油の有機成因説である。この学説によると，石油の端初物質は動植

物のセルローズ，リグニン，蛋白質および脂肪であって，第2次成分として重要なものはwax，

resin等である。これらの端初物質は地下浅処で地質学的変成作用，臼例えば生物にまる還元，

ゾルの老化，熱分解，水素の不均等化，水和，生化学的酸化等を受け，最後に天然石油の有機

化合物の特徴的な型態ができあがる。したがってこれら変成要因とそれに基づく転移過程に関

するデータが揃えば，石油の成因を正確に把める。

　しかし天然の石油の組成には，動植物物質の固有な成分でない芳香族の炭化水素，ナフテン

のような化学物質がみられる。実際上，石油にぼ，端初有機物質中に含まれていたと考えら沼レ

る成分は全然認められない。したがって，地下浅処で行われる変成作用によって，地下深処の・

構造変化を解明する地球化学的研究は大きな障害にっきあたる。

　化学者は，物理的，化学的性質によつて固体の石炭と液体の石油との中間産物の型を経るきわ

めて複雑な有機物質の変化系列がつくられると考えている。このようなアス7アルト特性をも，

つ仮性化合物は“Protoproduct”，“Protonaphtha”または“Protooi1”と名付けている。

　問題を化学的面から検討しない地質家は，この種の中間産物の実在を口を揃えて反対してい・

る。地質家の反対するた父一っの理由は，中間産物が天然条件下では石油鉱床の広域分布に対

応するだけの彪大な量で出会しないということである。

　地質家は，端初有機物質の石油への転移図式をもちだしている。しかし転移図式をもちだすー

からは他の型の中間型態を認めなければならない立場に埠い込まれている。化学者は・石油の・

生成過程を高分子化合物から中位，低位分子化合物への緩慢な分解とみなしているとするなら

ば，地質家は，端初の高分子化合物がガス状態で転移する図式を考えている。すなわちガス状

態の化合物は，凝縮してきわめて軽い流体となり，その律油槽岩層中で，高分子化合物・特に

酸化と重合反応がアスファルト，樹脂化合物に働いて，天然の石油の特徴となつている化合物

が生成される。

　したがつて地質家は，石油生成の地球化学的図式の中間産物たる重い“Pr6tosubstanz”

を否定し，きわめて軽いガス凝縮産物の中間型をとりあげている。ごの種の中間産物もまた天

然の条件の下で出会しない。しかしこの成因説によれば，中間産物はきわめて地下の浅所で生

成し，広範囲に，当然広く分布しているはずである。

　最近，A．F．Dobrjanski，P。N．：Kropotkinの石油の無機物成因説が問題となっている。

この説は，専ら地質学的観点から問題をとりあげ，問題の化学的な面はありきたりの型でふれ．

ている。1しかし上述のように，“Protooi1”を否定する著者も，否定できない化学的論理によ．
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つて，中間産物を認めなければならない羽目に落ちいつている。

　次に各学説の主張者が“Protonaphtha”，“Protosubstanz”等の概倉によつてなにを理

解しているかを明らかにするために，上述の石油成因学説の特徴を簡単に述べよう。

　　　　　　　　　　　Englerご）Protopetroleuまn様式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロぐ
　Englerによると，天然右油の端初物質は，海棲動物の脂肪である。有機物組織の他の成分

は，生化学的分解を起ごして可溶性のガス状化合物となる。植物源のwaxおよびresinも，

石油の成因に副次的ではあるが干与する。

　生化学的転移の過程では脂肪は加水分解されて脂肪酸となり，その後の埋伏階程で高温度作

用色受けて（圧力下で）熱分解を起こす。実験室で脂肪を圧力下で蒸溜するPと，外観は天然の

石油に類似しているが，化学的組成が本質的に異なる分溜物が求められる。この分溜物は主と

して脂肪族の館和，不飽和炭化水素からなり，少量の芳香族炭化水素を含んでいる。ナフテン

は確認されていない。しかし天然の条件で脂肪酸の熱分解がこの図式で進行することを想定し

ているEnglerは，蒸溜産物を中間生物としてみなさ奉け紅ばならなくなり，中間産物をPro一

一topetroleu血と呼んだ。E血g16rは，中間産物がさらに転移するには，不飽和化合物の重合が

．必要であることを認め，天然の石油の潤滑油分溜物およびその他の成分に対応する高沸点炭化

水素が重合作用で生成されると考えている。

　したがってEnglerの仮説は，地質学的裏付けを欠くが，その実験が原始的であるにもか＼

わらず，熱分解と不飽和化合物の生成一これから石油の基成分が生成される一に関する根’

．本的な仮説は現在においてもその意義を失なっていない。

Ber1のProtoproduct説

　Ber1の仮説は，高温，高圧の条件下で、一一アルカリ添加の下でr　autoclave中でセルロ

・一ズの転移実験を行ったデータに基づいている（温度300～3300，圧力18Q～200交圧）。反応

産物としては，油状物質が浮游する液体が求めうれたが，液体の底部には，褐色の綿片状沈澱

物が沈積しジ空気に晒されると，酸化，重合作用が働いて黒色のアスファルト様塊に転移した。

さらに温度を引上げ，アルカリの濃度を高め，長時問熱すると，さらに易動性の油状の沈澱物

・が求められた。Berlはこの種の沈澱物を“Protoproduct”と呼んでいる。

　Berlはどの実験によって次のような結論に達している。石油は植物質の遺体とアルカリ水

の相互作用によつて生成され，水のアルカリ反応は炭素質物質の量によつて左右される。炭素

の初期転移過程は，“Protoproduct”の生成で完了する。このProtoproductは炭素70～80
『
％
，
酸
素 と硫黄14～18％含有している。・，

　さらに酸化と重合作用がPτo㌻oprOductに働くと，石炭に転移する。地質的条件が加水分

解過程を促進すると1最初ほ14～18％の酸素と硫黄とを含むアスファルトにっいでゴ全く酸素

を含まない石油に転移する。Ber1は，水素源としては，水と鉄酸化物≧の反応および飽和脂

一肪族の炭化水素の転移一始めはヒードロ芳香族，っいで芳香族化合物の転移する一による水

素の不均等化とをあげている。

　この学説は地質学的に裏付けられなふったので地質家の注意をひかないで，抽象的な化学的

学説とみなされていた。しかし化学者および石炭化学者との間では炭化水素が石油および石炭

の生成には重要な役割をなすことを確認したBerlの学説に注目し七いた。

Stadnikow，“Uroi1”

　StadnikowはEngler，H6fer，Ber1，Hafordが発展’させた化学的学説の誤りを指摘し，地

下浅処に埋積された動物，植物物質の混合物め化学的転移によって石油が生成されると述べて

ヤ・る。すなわちStadn準owによると，端初物質の性質（脂肪または炭化水素のいずれが卓越

してしくるか億る）雌積環境（酸イヒか郡か）によって．端初物質の転齢，石炭の生成かF
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あるいは天然石油の生成かいずれかの方向に進行する。

　StadnikQWは3脂肪基質の腐泥炭の性質・アスファ花トの性質および石油の種々の型を萌

らかにし，始めて石炭・石油系化合物の分類を地球化学的観点から行った。

　Stadnikowによれば，石油を生成する油母物質は，動物起源の脂肪でなく，植物起源（脂

肪プラクトン）の脂肪である。さらに純粋の脂肪からなる彪大な有機物質の堆積物からは，実

際上石油が生成されるものではなく，油母物質としては，脂肪物質と蛋白質・セルローズ・リ

グニン・蝋樹脂の混合物とが考えられる。しかし蛋白質およびセルローズは沈積期にすでにバ

クテリヤによつて分解されるであろう。化石状態（fossil　condition）では，さらに安定な成

分，例えぱ脂肪・腐植酸・蝋および樹脂が多少還元型態で転移を起こすであろう。

　この種物質が石油に転移する主要変態過程は生化学的還元によるものであつて，．そのために

脂肪は脂肪酸に転移し，さらに同一要因で脱炭される。リグニンもまた脱炭される。脱炭産物

は溶解するか，あるいけ，蝋・樹脂および非変化脂肪酸と混合して分散する。このようにしゼ

均質な液体状物質（塊）は海底盆地に徐汝に集まる（この液体状物質を初成石油と名付けてい

る）。生成された初成石油は，濃縮状態の粘性流体層の型でなく，Emulsionとして存在して

いる。

　しかしこのような化学的変態過程では，石油湖生成されるものではない。すなわち初成石油

は，初期変態産物であつて，現在の石油は，初期階梯の変成作用と根本的に異質な要因が働く

他の階梯で生成される。

　初成石油は比重が高いので海底に残留し，次で化石状態に移行する。しかしこの種吻質（初

成石油）は，物理性質に？いてもまた化学的組成にっいても，ヤ・ま匿現在の天然石油とも異な

っている。そこでStadnikowは初成石油から現在の石油が生成されるためには次の諸過程

が必要であると考えている。すなわちStadnikowの仮説によると，地下深所において水か含

炭化カルシウム・フエロマンガン熱水溶液に作用して，水素および炭化水素に富むガスの水和

作用が起こり，石油が生成される。

　したがって，Stadnikow．とEnglerの‘‘初成石油”に関する考え方は根本的に異なってい

る。Stadnikow　によれば，’“初成石油” は低温度で仔われる端初有機物質の生化学的転稗の

最終産物であって，非還元状態の脂肪酸中に溶解している腐蝕酸・リグニン・（非変質）蝋お

よびタール・脂肪酸の（高分子）還元産物からなつている。しかしEnglerによれば，熱分解

産物であって，不飽和成分に富んでいるのが特徴である。こρ‘‘初成石油1’学説は，グウブキ

ンによって地質学的立場が批判され，中間産物の考え方が一般化ざれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　A．F．Dobrjanskiの‘‘初成型”

　EnglerおよびStadnikowによれば，石油の生成源としては，植物・動物質源の脂肪成分

．を考え，他の成分，例えば炭水化物・蛋白・リグニン・腐蝕酸・蝋およびタールの役割を2次

、r的にみなしている。さらにメタン型の石油は，ナフテン型および芳香族型の石油の生成源であ

ると考えている。

　Dobrjanskiによれば，有機物質の端初型態は腐泥（Sapropel）であって，これが転移し

て石油系の炭化水素が生成される。したがって石油の生成にあたって重要な役割をなす物質は

脂肪質物質でなく，，腐泥中に含まれている腐蝕酸と炭水化物であって，蝋・タール物質炭化水

素および脂肪質物質も僅かな役割をなす。さらに石油が転移するには，有機物質が濃縮した型

で賦存していることが必要である。したがって“油母岩説”の考えているような，有機物質が一

粘土・炭酸塩質岩石中に拡散，鉱染している状態では石油は生成されな》・。

　石油が腐泥から生成されるには種々の中間階梯を経る。この中間階梯では酸素は水および炭

酸の型で徐々に失なわれ，石油糸物質に特有な性質が蓄積される。しかし最初の階梯では，有

機物質の生化学的転移が行われるが，石油系炭化水素は生成されない。しかし有機物質の還乖

．が進み分子構造は錯雑化してくる。　　　　’F
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　有機物質がさらに変化して流動状態になるのは熱分解による。Dobrjanskiによると，還

元過程が先行するので，腐泥塊の初期分解温度はきわめて低温度である（150～200。）。

　固体腐泥と液状石油との中問産物はミいわゆる　‘l　malte”または酸化アス．ファルト，半液

状含アスファルト物質であって，しばしば10％以上の酸素を含んでいる。Dobrjanskiは，こめ

種中間物質を含腐泥歴青質溶液と考えている。

　こめ種の中間産物から石油への転移は，水素の不均等化を媒介として行われる。すなわち腐

泥に常に伴なう粘土鉱物が触媒として働き，熱作用によっ』て1分子から他分子へ水素の移動が

起きる。このような不均等化が働くと，1分子は水和され，そのために他分子には水素が不足

してくる。芳香族炭化水素にみられるこの種の水素の不足は，中間物質は，天然でしばしば出

会する含高酸素アスファルトにあたる。したがってこの種アスファルトは，化学的にみれば，

石油の深所酸化の産物でなく，。還元が完全に行われていない石油である。、

Sokolow低温度生成説

　Sokolowの学説は‘‘油母岩”説の変種であって，分散状態の有機物質から石油が生成され

るという説を支持し七いる乙Sokolowは，有機物質の変化φ主要方向として還元と分解をと

りあげ・分解は低温度で行われるが・補足的肇因として放射能の作用を考え＠入れている・石

油の生成される深度は3～4kmと推定している。

　Sokolowは石油の生成過程の順序にっいて次のように述べている。一方では・陸地から運ば

れた物質，他方では海棲の有機体の分解産物か彰それぞれ生成された分散状有機物質は・あ

まり深くない海底の砂岩・粘土質岩石および石灰岩質堆積物中に埋伏され，！蔑クテリヤおよび

化学的作用によって安定な化合物に転移する。この種化合物は主として蛋白質物質の最終分解

産物およびリグニン・腐蝕物質のような他の有機物質とその他の植物源の有機物質と蛋白類と

の反応産物である。あまり深くない海底では，バクテリヤの作用によって有機物質の脱炭化作

用が幾分行われる。　　　　　　　　　　　　・

　さらに堆積物の沈降が地質時代の間に進むと，有機物質の上述の分解過程もそれに伴ない，

石油系の炭化水素が生成される。この分解過程は，堆積物の沈降度と温度の上昇度に応じて徐

々に促進される。

　Sokolowの説には中間産物の考え方はみられないが，石油の生成階梯を2階梯に区分して

いる。すなわち第！階梯は，あまり，深くない海底で完全に生化学的還元が行われる階梯であ

る。第2階梯は，堆積物の沈降と関連して起きる温度の上昇による熱分解階梯である。したが

つて第1階梯は生化学的老化とコロイドの老化階梯（多量の酸素の含まれている状態で行われ

』る）であり，第2階梯は，熱分解，放射性分解および触媒性不均等化階梯であるさ第1階梯の

産物は，完全に還元されたK：erogenである。この種物質は有機物質が石油へ転移する過程で

生じる中間産物にあたる。

W．E．Po孟erlewと1．W．Grinbergの高温度説

　この説は“油母岩説”に対して有機物質の初期堆積階梯として，集積された均質な水和コロ

イ
．

ド型態を考えている。．

　地質学的・化学的に裏付けられた石油の生成図式は，石油および石炭生成物の共生様式であ

る・すなわち化学的組成と物理的性質とをみれば，石油と石炭系の物質は一連の移行型および

中間型態を示している。

　石油に転移するに好都合な条件は次のようである。　（1）化学的組成にっいては脂肪質物質

が卓越していること。（2）堆積環境は還元環境であること。　（3）物理的状態は均質で鉱物質

物質が本来混在しないこと。膠状状態であって，かっ高水和状態にあること。これらの諸条件

．は生化学的還元過程が行われるために必要である。

　石炭が生成される場合には，，一有機物物質の脱水作用が迅速に進行し，それに伴なつてコロイ
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老化および分子の凝縮が行われ，炭素にenrichされて行く。有機物質が石油に転移するため・

には，熱分解が始まるまでコロイード・水和状態を維持することが必要である。初期に起こった

聯水作用が進行すると，有機物質のコロイド老化，重合，凝縮作用が起きる。すなわち変成作

用は石炭生成径路へ移るが，石油の生成径路をたどらない。1

　石油が生成されるときには，酸素は変成作用によって完全に放出され，水素の含有量が増加1

し，高分子構造は分解して，構造型態が再編成される（ナフティン炭化水素と芳香族炭化水素

の生成）．構造型態の分解と再編成は永の媒介によつて，高庄高温（3000〉条件の下で行われ・

る。石油系炭化水素への転移の過程は，転移の要因の作用が止まると石油の生成過程が断ち騒

　　　　　　　　Po面rjewとGrinbergによる石油

　生成図式
サイ4の中断によって生じる　』　　　一　　　有機物質の石油への転移サイクル、

典型的な転移産物

　　　　　　　　　　　海底堆積階梯
　　　Ku「ongit　　、　　　　　　　　　　　・　　　　　高水和ゲル

有機化合物の高還元混合物から　　一　　　　　有機物質の原初堆積物の生化学的1

なる脱水化ゲル　　　．　　　　　　　　　　・’　還元産物

　（脂肪酸・炭化水素）　　　－　　　　　　　　　（脂肪質のものが卓越している〉

C79．7，N　O．75，S。0．1←

H乳・二7・5％　．　．1↓

無構造石基をもっ

Sapropelit質石炭

ノミノレザ　Sapropelit

ハンキィミィ産のK：enne1

　ルンガウ産のKennel
“固体石油”

　浅所埋積階梯
　　　　　　　↓
　　　　　　　　Saprokolloid高分子

　　　　　　　　　　4
　　　　　　　炭化水素の水和コロイド質混合物

　　　　　　　　および端初有機物質塊の高度還元

←　　　　　　　　産物・

低温度分解階梯（150～200免）

　　　　（細解）↓　　　・

　Oxyasphalt
　トリニダットアス17アルト

C－78．8，H－9。3，S十〇一10．7％

ザルガ産アスファルト、

C－72．7，H－8，0－13％

　　　　　　　　　　←　malte
C－83，　1｛一9．4，　0－7．6％

初成石油r
高分子パラ7イン，不飽和化合物．’

石油タrル系に富むもの。不飽和

化合物に富むジヤヴァ産石油

．0－0．1％

無酸化アスファルト

PechelbrQnnおよびSizilin

産のアスファルト

C－84．g，　H－11．3，　S－3。6，

　　　　←・

高温度分解 （300。）　　た
1＿．
　↓石油
低分子パラ7イン，

異性体化合物　ナ7テイン

「芳香族化合物

アスファルト，タール系
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られ，石炭変成作用の径路へ移行するから，その意味において連続性である。したがつてこの

種の要因の作用が復活しても，例えばふたンび温度が上昇しても，変成作用の石油への進行径

．路は取り戻せない。連続的な転移過程は，石油生成の原則的な特性である。

　‘初成石油”は，先行階梯に強烈な還元が行われた有機物質の熱分解の初期階梯の産物であ

．る。“現在みられる石油”はさらに高温度で起きる熱分解と構造転移との産物である。、“酸化

アス7アルト”およびmaltは，石油生成サイクルから誘導された“初成石油”の重合作用産

物である。　“初成石油”の遺体は例えぱジヤヴァ産の若い石油中にみられる。　・

Brodの石油生成図式における中間産物

　Brodの考え方は，グブキンの石油成因説の変型である。石油系炭化水素の原初型態として

は，粘土質，炭酸塩質岩石中に分散して存在すζケロゲン質物質を考えている。変成作用とし

ては，生化学的，熱，触媒分解，放射線をとりあげている。

　Brodは石油が粘土質岩石を通つて普通の不透水岩石へ移動する困難な問題を，ガス相移動

・一薄い分子状被膜の型で一の考え方で解決している。したがって，Brod・は，母岩中に根

本的に異なる状態で分布している炭化水素と，天然の石油を構成している炭化水素とを認めて、

いる。前者はガ客相の状態で移動するものであ喬が・後者は・そのなかに多量の高分子化合物

、が存在するので移動できないものである。

　Brodは“分子運動から自由拡散への移行と関連して起こる有機物質の質的変化にっいて”

次のまうに述べている。“著しい量的変化によつて起こる新しい質への移行は飛躍的に完成さP

、れる”。

　しかしBrodは母岩層から油槽岩へ移動するものは，石油でなく，“有機物質のある種の転

1移産物”であって，これがその後の変成作用によって現在の石油となると述べている。

　したがつてBrodは“中間産物”Protgoil説が空想的な学説であると述べながら，中問学

、説を認めるという矛盾に落ち入っている。

UspenskiおよびSmithの分散炭化水素による石油生成説

　UspenskiとSmithは，石油生成源としてケロゲン質の油母岩石中に存在する有機物質中

の炭化水素の一部をあげ㌧ζいる。この種有機物質の石油への転移には特にケロゲン質海底堆積

物帯で有効に働く生化学的作用を考えている。・しかし実験によれば，メタン以外の他の炭化水一

素は生化学的還元では求められない。そのうえにこの種有機物は天然においては多量に発見さ

．れていない。

　そこでUspenskiおよびその協同研究者は，研究の結果種々の地質年代の種々の堆積岩中に

きわめて僅かの量のケロゲンのいわゆる歴青が存在することを立証している。Uspenskiはそ

・の含有量を：約0．005％とし，それが集積して巨大な量に達すると述べている。Uspenskiによ

ればこの種の歴青は，」部分は原初有機物質から由来し，一部分は，海底堆積物の生化学的還

元により生じ，一部分は変成作用の地質学的要因によって生成される。Smithは，また0．005

％め炭化水素の含有量が，現代および古期の堆積岩の‘‘規準”としてとりあげられると述べて

いる。

　この種炭化水素の移動にっいては，ガス相移動説に近い立場をとっている。すなわち石油の

高分子化合物特にアスファルト・タールは分解を起こさず，ガス相状態で移動でき幽いから，

初成の石油，すなわち“少量の芳香族炭化水素、アスブァソレト・タrル成分を含み，固体炭化

水素の含有量の高いメタン・ナ7タン系産物”一がガス相状態で母油槽岩層に移動し，そのなか

で石油が生成される。

　この種初成石油が石油に転移する際には，バクテリヤによる硫酸塩の還元で酸素が発生し，

酸化作用が行われるとともに，メタン系炭化水素が除かれ，　“微有機物質によって盛んに消費

零れる。さらに酸化作用と硫化作用が進むとmaltとアス7アルトが生成される。
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　したがってこの学説は，石油の生成階梯を2階梯に分けている。第1階梯は油母槽岩層中に

集積する　‘‘protoproduct”の階梯とアスファルト・タール質に富む産物に転移し，最後に

“現在”の石油の性質をもっ炭化水素系産物へ転移する階梯である。

石油の無機成因説の中間産物

　：KurdrjawzewおよびK：ropotkinは無機石油成因説を唱えている。まず無機成因説の創始

者メンデレエフによれば，水は，炭化物（carbide）を含む金寓塊中に地殻の割れ目を伝って滲

入する。そこで水と炭化物との間に相互作用が働くと，炭化水素の混合物が生成され，その混

合物はガス状態で移動を起こし，地殻の冷却した部分に存在する水成岩の孔隙またはある種の

空隙中に集中して，凝縮する。この種の炭化水素はそこでさらに変化を受け，現在みられる石

‘油が生成される。

　K：urdr3awzewは次のような仮説を述べている。石油はち当初地下深所の岩漿帯に不飽和物

の型，例えばメタンCH，メチ玖ンCH2，メチー々CH3のような型で存在し・そこで岩漿マ

ンガシから他のガスとともに析出し，重合作用によつて石油が生成される。‘‘石油の組成を構

成する炭化水素および他の化学的化合物はすべて同時に生成されるものでなく，対応（生成）条

件が現われるに従つて順次に生成されるものであるα石油生成過程とさら＠その転移は，岩漿

期ふら鉱床生成期および鉱床生成後にわたって行われる”。

　K：ropotkinはK：urdrjawzewと同じように石油が地殻内の深所破砕帯から移動して生成さ

．れることを主張している。しかし：Kurdrコawzewと異なり，石油の生成は，火山現象にもまた

岩漿にも関連性をもっていない。石油の生成は非岩漿源のガス，すなわちヘリウム・窒素・炭

化水素の上昇によるものであって，この種のガスは・地球および他の遊量の端初物質中に最初

から存在していたものである。

　以上の無機成因説・の主張者は，“Protooi1”と“：Protonaphten”を全面的に否定しなが

ら，化学的に不安定で，かっ構造型態の変化を受け易い傾向をもっ中間生成物自体をとりあげ1

ている。

　本論文の著者の“Uroi1”『は，KurdrjawzewおよびKropotkinや他の著者らがとりあげ

ているような粘着性のある含アスファルト塊ではない。すなわちStadnikowおよびDobr一

・yanskiの中間生成物質は・粘稠な含ア・るファルト半固体状物質であつて・それがさらに流動状

．態となつて石油が生成されるものとみるならば，本論文の著者の“Protooil”は，主として

不飽和炭化水素の混合物，分子状砕屑物質の混合物からなり，その性質は軽くて，易動性で，

，かっ化学的にきわめて活性である。この種中間産物が現在みられる石油へ転移するには，凝縮

と重合作用とを伴なうとともにある程度の濃縮作用が必要である。・したがって本論文の著者の

立場はK：ropotkinとKurdrjawzewの立場に近い。

・著者は結論として次のように述べている。有機成因説もまた無機成因説にっいてみても，石

油の生成は第2階梯に区分している。すなわち初成堆積物の生化学的転移階梯と転移産物の地

質学的変成階梯とである。　　一

　第1階梯にっいては，両説とも，生化学的転移を認め，その生化学的転移は，著しい還元作

用によって行われると考えられている。第2階梯は，種汝様麦に解釈されている。しかし石油

を構成する有機化合物が生成される最終過程は，熱分解水素の触媒的不均等化，分子の水和，

酸化作用，重合作用および凝縮からなる複雑な反応系である。

　GubkinおよびBrodによればガス状形態の炭化水素，Uspenskiによれば高分子状の固体

産物，StadnikowおよびDobrjanskiによれぱ腐蝕質，脂肺質物質の半分解還元産物系とみ

なされている‘‘中間物質”・は，地質学的には受入れない“Protooil”の考え方である。　“中

、間物質”は第一に理論的な石油生成様式の思弁的成分である。第二には，この種の物質はこの

意味において独立の地質学的意味をもっ安定な化合物でなければならないことになる。第三に

鳳，石油系の化合物は広域に広．く分布している点からみて，すべての石油はこのような中間型
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　　態を経て生成されるばずであり，中問型態の物質も天然に広く分右していることになる。しか

　　しこの種の中間産物は自然にはみられない6

　　　著者は上述の石油生成様式がこの問題に解決を与えるものであると述べている。すなわちこ

　　の種中間物質は・方向づけられた化学的過程の一牢段階にだけ出現し・高温・高圧の条件の下

＼　　においてのみ存在するから・もちろんこの種物質はみることは不可能である。との祭件の下で

　　．誘導される物質は当然物理的，化学的性質自体が変わり，その結果として生じる転移産物の初‘

　　成性質も，分析および対比によらなければ知るごとができないはずである乙換言すれば，著着

　　の“初成石油は，アズファルト状の物質でなX，熱分解産物を多量に含むきわめて軽い流体で

　　ある。この種物質の非可逆的転移産物はアスファルトであるが，アスフアノセトは石油に転移しー

　　ない。

　　　著者はこのような仮定をもうけることは非論的ではないといっている。例えば鉱床の生成に

　　ついて熱水溶液や岩漿を仮定するよう．に，中間産物として変成作用の非可逆的産物の実在が考

　　えられると述べている。

　　　著者によれば初成石油はこの種の中間産物にあたり，その型態は地質家が自然条件下で出会

　　一レてし～る。初成石油のこの種の変成産物獄，特に酸素に富む多数のアスファルトがあげられ・

　　る。さらに重合作用が働いていない初成石油としては，現在みられる不飽和物に富むジ『ヤヴァ・

　　産の石油があげられる。，

　　　著者は，．‘・初成石油，・と・‘現在みられる石油，’との中間型が多数存在するが，明確に識別ざ

　　れうる特性をもつていないから，区別するのは困難であると述べている。これは，“初成石

　　油”が重合して炭素化合物に転換し易い傾向をもっ化学的に活性な化合物であるからである。

　　　著者はこのような地球化学的立場にたつては石油の生成が容易に理解されると主張してい

　　る。
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